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３ 【設計基準】火山影響評価
・２号機の審査以降に公表された新知⾒等により、火山影響
評価に変更はないか

・火山事象の影響評価
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・２号機の審査以降に公表された新知⾒等により、火山影響
評価に変更はないか
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２号機の審査以降に公表された新知⾒等により、火山影響評価に変更はないか

２号炉設置変更許可で審査済の内容と３号炉設置変更許可審査での新規説明内容

82
２号機の審査以降に公表された新知⾒等により、火山影響評価に変更はないか

原子力発電所の火山影響評価の基本フロー
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２号機の審査以降に公表された新知⾒等により、火山影響評価に変更はないか

最新知⾒の概要及び３号炉設置変更許可における評価への反映が必要な知⾒の検討結果（１／２）

84
２号機の審査以降に公表された新知⾒等により、火山影響評価に変更はないか

最新知⾒の概要及び３号炉設置変更許可における評価への反映が必要な知⾒の検討結果（２／２）
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2km

敷地の南東約11km，中海の西岸に位置し，標高261.8mの和久羅山と標高331mの嵩山からなる。鹿野ほか(1994)(４)によると，和久羅山
安山岩と呼ばれる角閃石含有無斑晶質安山岩溶岩から成るとされ，新第三系の松江層がなす褶曲を切って，これを不整合に覆うとされ
ている。

火山形式
溶岩ドーム群
地質調査総合センター（2025）による

主な岩石
デイサイト
地質調査総合センター（2025）による

Pineda-Velasco et al.(2018)(５)及び向吉ほか（2024）
（６）によると，活動年代は約90万年前～約70万年前と
されている。

鹿野ほか(1994)，鹿野・吉田(1985) (９)より引用・加筆

和久羅山

和久羅山の噴出量－年代階段ダイヤグラム

噴出物年代：Pineda-Velasco et al.(2018)，向吉ほか（2024）
川井・広岡(1966) (７),Morris et al.(1990)(８)

噴出量不明

凡例

「和久羅山」

最大活動休止期間：約416万年

最後の活動終了～
現在：約80万年

島根原子力発電所

KEY-PLAN

※

※

２号機の審査以降に公表された新知⾒等により、火山影響評価に変更はないか

和久羅山の概要
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・Nagaoka（1988），宝田ほか（2022）及び地質調査総合センター（2025）（91）を踏まえると，破局的噴火の活動間隔
（約６万年以上）は，最近の破局的噴火からの経過時間（約３万年）に比べて十分長いこと，現在，破局的噴火に
先行して発生するプリニー式噴火ステージの兆候が認められないことから，破局的噴火までには十分な時間的
余裕があると考えられる。

・Nagaoka（1988）を踏まえると，姶良カルデラにおける現在の噴火活動は，桜島における後カルデラ噴火ステージ
と考えられる。

プリニー式噴火ステージ

破局的噴火ステージ

中規模火砕流噴火ステージ

後カルデラ噴火ステージ

姶良Ｔｎ(AT)火山灰の分布（宝田ほか（2022）よりテフラの等層厚線を引用・加筆）

Nagaoka(1988)を参考に，地質調査総合センター（2025）
及び宝田ほか（2022）に基づき作成

島根原子力発電所

２号機の審査以降に公表された新知⾒等により、火山影響評価に変更はないか

姶良カルデラの噴火規模の想定︓活動履歴の検討
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・井口ほか（2014）(92)によると，ＧＰＳ連続観測及び高密度繰り返し観
測の結果において，姶良カルデラ中央部を中心とする外向きの放
射状の水平変位が認められ，姶良カルデラ中央部下の深度10km
の位置に圧力源が想定されている。

姶良カルデラの水平変位ベクトル

桜島の水平変位ベクトル

・為栗ほか（2022）（93）によると，姶良カルデラ中央部
の深さ12kmを最上部とする低速度層が認められ，こ
の領域はメルトを約７％程度含む領域であるとされ
ている。

井口ほか（2014）より引用・加筆

桜島

（ａ）深度15ｋｍにおけるVs断面（為栗ほか（2022））に加筆

為栗ほか（2022）によると，解析に用いるグ
リッド間隔について，カルデラ内については現
在のデータセットで十分な精度が得られる最
小の間隔として水平方向，深さ方向ともに
0.05°（約５ｋｍ）としたとされている。また，
チェッカーボードテストを踏まえた精度評価に
ついて，５～15ｋｍ付近の地震波速度構造の
精度は十分であるとされている。

（ｂ）（ｃ）Vp及びVsの東西及び南北方向の鉛直断面（為栗ほか（2022））に加筆

姶良カルデラ中央部のマグマ溜まりについては，深度約12kmで確認されているものの，東宮(1997)による珪長質マグマの浮力中立点
の深度約７kmより深い位置にあることから，破局的噴火の可能性を示唆する珪長質のマグマ溜まりではないと考えられる。

以上のことから，姶良カルデラの活動履歴及び地下構造の状況を踏まえ，原子力発電所の運用期間中に姶良Tnテフラと同規模の噴
火が発生する可能性は十分小さいと評価した。

２号機の審査以降に公表された新知⾒等により、火山影響評価に変更はないか

姶良カルデラの噴火規模の想定︓地下構造の検討
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２号機の審査以降に公表された新知⾒等により、火山影響評価に変更はないか

三瓶山の地下構造の検討︓ Matsubara et al.（2022）による地震活動，地震波速度構造

A-A’断面図

Matsubara et al. （2022）※２Zhao et al.(2011)※1
【検討方法】

・Matsubara et al.（2022）の速度構
造モデルは，そのデータや，任意
の位置において断面図を作成す
るソフトウェア（日本列島三次元地
震波速度構造表示ソフトウェア）が
ホームページ上で公開されている。
（http://www.hinet.bosai.go.jp/topi
cs/sokudo_kozo/）

・それらを用い，Zhao et al.（2011）
が示す断面図と同じ位置において
作成した断面図とを比較する。

※1：Zhao et al.(2011)より引用・加筆

浅～中深度地震
低周波微小地震

低速度 高速度

＜分解能＞
・水平方向：1/4°(～25km)

＜分解能＞
・深さ０～10km

水平方向：0.2°（約20km）， 深さ方向：5km
・深さ10～40km

水平方向： 0.2°（約20km）， 深さ方向：10km

・Zhao et al.（2011）によれば，地震波トモグラフィー解析の結果，三瓶山の地下深部に広がる低速度層は20km以深に位置しているとされて
いる。

・一方，防災科学技術研究所では，高感度地震観測網(Hi-net)，日本海溝海底地震津波観測網(S-net)の地震観測データを使用した日本列
島下の３次元地震波速度構造モデルが公開されており，順次改定が行われている。

・最新の公開データである「日本列島下の三次元地震波速度構造（2022年度版）（Matsubara et al.（2022）（50））」について， Zhao et al.（2011）
による速度構造モデルとの比較を行う。

※２：Matsubara et al.（2022）に基づき作成

Sanbe

震源

Vp

Vs

A A’

A A’
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B-B’断面図

Matsubara et al.（2022）※２Zhao et al.(2011) ※1

低速度 高速度

※1：Zhao et al.(2011)より引用・加筆

浅～中深度地震
低周波微小地震

＜分解能＞
・水平方向：1/4°(～25km)

＜分解能＞
・深さ０～10km

水平方向：0.2°（約20km）， 深さ方向：5km
・深さ10～40km

水平方向： 0.2°（約20km）， 深さ方向：10km

Matsubara et al.（2022）に示される約５km以浅の低速度層については，水平方向に広く連続し下方には連続しないこ
とから，マグマ溜まりではなく広域的な浅部地質構造（グリーンタフ，堆積物等）を反映したものと評価した。

Matsubara et al.（2022）に示される三瓶山の地下20km以深に広がる低速度層は，Zhao et al.（2011）に示される低速
度層の存在と調和的である。

※２：Matsubara et al.（2022）に基づき作成

B’

B’

B

B

震源

Sanbe

Vp

Vs

２号機の審査以降に公表された新知⾒等により、火山影響評価に変更はないか

三瓶山の地下構造の検討︓ Matsubara et al.（2022）による地震活動，地震波速度構造
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２号機の審査以降に公表された新知⾒等により、火山影響評価に変更はないか

⼤山の地下構造の検討︓Matsubara et al.（2022）による地震活動，地震波速度構造

【検討方法】

・Matsubara et al.（2022）の速度構
造モデルは，そのデータや，任
意の位置において断面図を作成
するソフトウェア（日本列島三次
元地震波速度構造表示ソフト
ウェア）がホームページ上で公開
されている。
（http://www.hinet.bosai.go.jp/to
pics/sokudo_kozo/）

・それらを用い，Zhao et al.（2018）
が示す断面図と同じ位置におい
て作成した断面図とを比較する。

※１：Zhao et al.(2018)より引用・加筆

A B

常時地震活動

低周波微小地震

2000年鳥取県西部地震

2000年鳥取県西部地震

2016年鳥取県中部地震

火山

＜分解能＞
・水平方向
 25km以浅：0.1°（約10km）
 25km～40km：0.2°（約20km）

＜分解能＞
・深さ０～10km

水平方向：0.2°（約20km）， 深さ方向：5km
・深さ10～40km

水平方向： 0.2°（約20km）， 深さ方向：10km

・ Zhao et al.（2011）及びZhao et al.（2018）によれば，地震波トモグラフィー解析の結果，大山の地下深部に広がる低速度層は20km以深に位置している
とされている。

・一方，防災科学技術研究所では，高感度地震観測網(Hi-net)，日本海溝海底地震津波観測網(S-net)の地震観測データを使用した日本列島下の３次
元地震波速度構造モデルが公開されており，順次改定が行われている。

・最新の公開データである「日本列島下の三次元地震波速度構造モデル（2022年度版）（Matsubara et al.（2022）） 」について，Zhao et al.（2018）による速
度構造モデルとの比較を行う。

※２：Matsubara et al.（2022）に基づき作成

Daisen

Daisen

震源

Vp

BA Daisen

Vs

A BDaisen

A-B断面図

Matsubara et al.（2022）※２Zhao et al.(2018) ※1
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※１：Zhao et al.(2018)より引用・加筆

Ｃ Ｄ

2000年鳥取県西部地震

2016年鳥取県中部地震

大山火山

低周波微小地震

常時地震活動

火山

2000年鳥取県西部地震

2016年鳥取県中部地震

火山

＜分解能＞
・深さ０～10km

水平方向：0.2°（約20km）， 深さ方向：5km
・深さ10～40km

水平方向： 0.2°（約20km）， 深さ方向：10km

＜分解能＞
・水平方向
 25km以浅：0.1°（約10km）
 25km～40km：0.2°（約20km）

※２：Matsubara et al.（2022）に基づき作成

震源

Ｃ ＤDaisen

Ｃ ＤDaisen

C-D断面図

Matsubara et al.（2022）※２Zhao et al.(2018) ※1

50 50

5050

２号機の審査以降に公表された新知⾒等により、火山影響評価に変更はないか

⼤山の地下構造の検討︓Matsubara et al.（2022）による地震活動，地震波速度構造

92

※１：Zhao et al.(2018)より引用・加筆

Ｅ Ｆ

2000年鳥取県西部地震

2016年鳥取県中部地震

火山

常時地震活動

低周波微小地震

2016年鳥取県中部地震

＜分解能＞
・深さ０～10km

水平方向：0.2°（約20km）， 深さ方向：5km
・深さ10～40km

水平方向： 0.2°（約20km）， 深さ方向：10km

＜分解能＞
・水平方向
 25km以浅：0.1°（約10km）
 25km～40km：0.2°（約20km）

Matsubara et al.（2022）に示される約５km以浅の低速度層については，水平方向に広く連続し下方には連続しないことから，マグマ溜ま
りではなく広域的な浅部地質構造（グリーンタフ，堆積物等）を反映したものと評価した。

Matsubara et al.（2022）に示される大山の地下20km以深に広がる低速度層は，Zhao et al.（2018）に示される低速度層の存在と調和的で
ある。

※２：Matsubara et al.（2022）に基づき作成

Daisen

Daisen

震源

Ｅ ＦDaisen

Ｅ Ｆ
Daisen

E-F断面図

Matsubara et al.（2022）※２Zhao et al.(2018) ※1

２号機の審査以降に公表された新知⾒等により、火山影響評価に変更はないか

⼤山の地下構造の検討︓Matsubara et al.（2022）による地震活動，地震波速度構造


